これからの居宅介護・移動介護を考える　　　http://www.eft.gr.jp/pa-forum/
第３回　パーソナルアシスタンス☆フォーラム
	知的障害者の脱施設の流れは留まることはなく、既に東京・多摩では、知的／発達障害者の自立生活のためにパーソナルアシスタンスは欠かせないものとなっています。

しかし…４月にできた行動援護ってなに？　障害者自立支援法が成立したら、移動介護は使えなくなる…？

今、知的障害／発達障害者のためのパーソナルアシスタンスが、激震に見舞われています。
そこで今回は、いつものパーソナルアシスタンス★フォーラムのメンバーに加えて、行動援護を推進している全国地域生活支援ネットワーク事務局長、戸枝陽基さんをゲスト・シンポジストとしてお迎えし、「制度がどうなっても支援を絶やさない」ための熱い本音トークを企画しました。

後半は、会場の皆さんも交えて討論を進めていきたいと思います。地域で施設にはいらず自立してこの街で暮らしたい／暮らしている障害をもつ当事者・子供たちとその家族、そして、支援者や介護者のみなさん、障害の種別・立場・地域を超えて、集まり、考えていきましょう。
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▽▲▽行動援護とパーソナルアシスタンスを考える▲▽▲

－これからの知的／発達障害者の自立生活支援をめぐる本音トーク－
日　時：　２００５年１１月２１日（月）　（開場１２時）午後１２時３０分～３時３０分

場　所：　西東京市民会館・５Ｆプレイルーム   　　　　参加費：　１０００円
＝　会場の都合により、定員（１００名）厳守となります。申込はお早めにどうぞ　＝
ゲスト：
戸枝 陽基 （社会福祉法人 むそう）

討論者：
末永 　弘 （自立生活センター グッドライフ）

藤内 昌信 （だれもがともに小平ネットワーク）

  　　　　　

コーディネーター：　岡部耕典（リソースセンター いなっふ）

　　　　

パーソナルアシスタンス☆フォーラム　実行委員会
自立生活企画・自立生活センター グッドライフ・ピープルファースト東京・だれもがともに小平ネットワーク
難病をもつ人の地域自立生活を確立する会・リソースセンター いなっふ

お申込は、お名前・所属・介助者／支援者の有無を明記のうえ、chuchu@eft.gr.jp （岡部知美）まで

―定員厳守のため、お申込をいただかない場合は、当日の入場ができない可能性がありますのでご注意ください―

★　御問合せ等は、…山本創 090-6193-1232　まで★
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西東京市田無町4-15-11：℡0424-63-5381


（西武新宿線田無駅下車徒歩５分）








『パーソナルアシスタンス』とは？


人の顔や体の特徴は一人ひとりちがいます。当然それぞれの生活形態も違います。障害者も、一人ひとり障害の種類や程度が違います。同じ障害であってもその特性によっては、ニーズも違うし介護の内容も違います。そのような個々（パーソナル）のニーズにこたえ、それぞれの生活を支える介護（アシスタンス）です。





『パーソナルアシスタンスフォーラム』とは？


支援費制度と介護保険制度の統合問題をきっかけとして始まった、東京・北多摩を中心とする居宅介護の利用者・介護者の情報交換会・勉強会です。








